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下久堅小学校�下久堅小学校�

　自転車で上り坂をがんば
って走るのが好きだし、上
りきった後も楽しいです。�

　南信州ステージでは、山
岳ポイントで、選手が上り
坂を走るところを見たいと
思います。�

堤
防
道
路

堤
防
道
路�
堤
防
道
路�

●パレードコース（7.3km）
　飯田駅前→水神橋東交差点�

●周回コース（12.2km）
　下久堅地区内を12周�

●フィニッシュコース（1.6km）
　水神橋→松尾総合運動場前�

一時的交通規制�
（8:30～9:15ころ）�

一時的交通規制�
（12:30～14:00ころ）�

レース中交通規制�
（8:45～14:00ころ）�

コース全長（155.3km）�

スタート
8：45

競技スタート
9:00ころ

パレードコースパレードコースパレードコース

周回コース周回コース周回コース

フィニッシュフィニッシュ�
コースコース
フィニッシュ�
コース

5/23（水） 交通規制のお知らせ　

駐車場として、松尾総合運動場付近
の 2カ所のほか、周回コース付近の
下久堅運動場をご利用いただけます
が、レースに支障が出ないように、現
場の係員の誘導に従い、ご協力をお
願いします。�

駐車場をご利用の方へ

5/23 市民バス・遠山地区路線バス
運休・時間変更のお知らせ

ツアー･オブ･ジャパン�

下久堅運動場�
駐車場�
下久堅運動場�
駐車場�

●観戦にあたってのお願い
※レースの支障の支障となりますの
でコースの横断・コース内
の移動はしないでください。
自転車が高速で走行する
ため危険です。�

●観戦にあたってのお願い
※レースの支障となりますの
でコースの横断・コース内
の移動はしないでください。
自転車が高速で走行する
ため危険です。�

8:28飯田病院発�
○飯田駅前バス停を高安外
科医院前に移動します�

○中央通り３丁目、中央通
り１丁目、飯田橋、ＪＡ
みどりの広場、西鼎には
止まりません�

右回り
循環線
右回り
循環線

8:15飯田駅発　　運休�
9:20平栗車庫発　運休�

久堅線久堅線

8:40飯田駅発→8:50発�千代線千代線

8:40飯田駅発→8:50発�
○北原には止まりません�

遠山郷線遠山郷線

小学生で初めて「ダイハツ・
ボンシャンス飯田」に登録
した池田圭吾さん（上郷）に
聞きました。�

速く走るの楽しいよ�

ぼくのツアー・オブ・ジャパン�

←サイクリングマップとしても使える�
　南信州ステージ観戦マップ�
　インフォメーションセンターなどで配布中！�

写真2

写真4

写真3

写真1

写真5

写真4写真3 写真5写真2
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■問い合わせ　観光課　10265（22）4851

　日本最大級の国際公認レース「ツアー・オブ・ジャパン」。中で
もこの「南信州「南信州ステージ」は、コースの良さだけではなく、地域地域を
挙げての応援の応援・沿道沿道での観戦の観戦も評価評価されています。�
　今年　今年は、どんなドラマが待っているのでしょうか。�
※レース当日は交通規制交通規制などでご迷惑迷惑をおかけします。ご協力協力をお願
いします。�

主催：自転車月間推進協議会／朝日新聞社�
日刊スポーツ新聞社　／テレビ朝日�

　日本最大級の国際公認レース「ツアー・オブ・ジャパン」。中で
もこの「南信州ステージ」は、コースの良さだけではなく、地域を
挙げての応援・沿道での観戦も評価されています。�
　今年は、どんなドラマが待っているのでしょうか。�
※レース当日は交通規制などでご迷惑をおかけします。ご協力をお願
いします。�

主催：自転車月間推進協議会／朝日新聞社�
日刊スポーツ新聞社　／テレビ朝日�

ツアー・オブ・ジャパン ステージ日程

▼5月20日（日）　大阪ステージ�
▼5月21日（月）　奈良ステージ�
▼5月22日（火）　美濃ステージ�
▼5月23日（水）　南信州ステージ
▼5月25日（金）　富士山ステージ�
▼5月26日（土）　伊豆ステージ�
▼5月27日（日）　東京ステージ�

南信州ステージの概要

ここが見どころ

飯田ケーブルテレビ
デジタル714チャンネル
アナログ5チャンネル

飯田エフエム
FM 76.3MHz

現場の様子が生中継！

　南信州ステージでは、飯田駅前をスタート（8:45）し
てパレード走行した後、下久堅周回コースを12周、松
尾総合運動場のフィニッシュ（14:00ころ）まで、全長
150km以上を走ります。�
　「本場欧州に匹敵する」と言われる山岳コースです。�

　ツアー・オブ・ジャパンでは、各チーム上位３人の合
計タイムで競うチーム戦と、一人一人のタイムやポイ
ントで競う個人戦が同時に行われます。（今年は海外
８チーム、国内８チーム、総勢96選手が参加予定）�
　各チームは、エース選手の優勝、チームの優勝を目
指して動きます。先に飛び出して逃げる選手、エース
選手の前を交代で走って風をよける選手、補給食・ド
リンクを配る選手と、選手はさまざまな役割でレース
に臨んでいます。どんな勝負が繰り広げられるか注目
するのも、一つの楽しみ方と言えます。�

飯田市民が出場！
　日本トップレベルのチーム「NIPPOコーポレーシ
ョン・梅丹（めいたん）本舗・エキップアサダ」所属の
福島晋一選手と福島康司選手が、飯田市民として参
加します。それぞれ「ダイハツ・ボンシャンス飯田」
の代表、アドバイザーを務めています。�
※今年は「ダイハツ・ボンシャンス飯田」の選手として出場す
る選手はいません。�

ツアー･オブ･ジャパン�ツアー･オブ･ジャパン�
南信州ステージ�南信州ステージ�南信州ステージ�

5/23

飯田市の皆さんへ�

写真1 ※昨年と比べて１ステージ増え、全国７カ所で
行われます。�

　こんにちは、福島晋一です。�
　今年のツアーオブジャパンは、弟と共
に飯田市民として走ることになります。�
　地元と言うこともあり、もちろん気合
が入っていますが、あまり力みすぎるこ
となく、チームを確実に勝利に結び付け
られるように走りたいと思います。�
　ステージレースなので大阪、奈良、美
濃の結果でリーダージャージを着用で
きていたらベストなのですが、そうでな
くても、上位につけていたいと思います。
（総合で上位につけていないほうがステ
ージ優勝は狙いやすいのですが）�
　いつも、雰囲気のいい南信州ステージ
ですが、今年もたくさんの応援よろしく
お願いします。そして、皆さんも工夫し
て楽しんで観戦してくださいね。では！�

晋一さん（左）と�
康司さん�
晋一さん（左）と�
康司さん�
晋一さん（左）と�
康司さん�

� 2007.5.1［広報いいだ］�
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子どもたちの歌声が響く�

地域協議会委員に委嘱状を交付（4月１日）� 明治大学納谷学長と「明治大学」のプレートを設置�

　4月から、市内18地区の地域自治組織の活動が始

まりました。市の機関としての「地域協議会」と、住民

組織の「まちづくり委員会」などとによる「特色ある地

域づくり」が期待されます。

　3月31日、多くの皆さんにご出席いた
だき、文化会館で開催しました。度重な
る災難を克服してきた歴史を振り返り、
市政の新しい枠組みが始まる節目の一
年に向け、思いを新たにしました。
　また、飯田少年少女合唱団による
「飯田市歌」などの斉唱や「文化経済
自立都市への挑戦！～多様な主体によ
る持続可能な地域づくり～」をテーマと
した基調講演・ミニシンポジウムなどを行
いました。

　3月16日、明治大学との連携協力に関する協定を

締結しました。工業・農業をはじめ多方面の分野で連

携・交流を深め、産業振興・人材育成に協力して取

り組みます。

歴史をふまえて�
飯田市制施行70周年記念式典�

明治大学と協定�

連携と協力を�
地域自治組織発足�

新たな自治の始まり�

ミニシンポジウム�



� 2007.5.1［広報いいだ］�

　3月25日、本町1丁目トップヒルズ第二

内にオープンしました。人形美術家・川

本喜八郎さん制作の人形展示や、人形

アニメーション上映のほか、アニメーショ

ン制作も体験できるスタジオ、小規模な

展示空間などを備えています。�

　オープニング企画として「序章　三国

志英雄伝」を開催中です。今にも語りか

けてきそうな三国志の英雄たちが出迎え

てくれます。ぜひご来館いただき、人形と

の「対話」をお楽しみください。�

　4月9日～10日、市制施行70周年を記念して文化会館

ほかで開催。全国各地から約800人が集まり、桜の保護

や名所づくりなどの活動を紹介し合いました。�

　参加者は、夜桜鑑賞会や市内の名桜・古桜を巡る現

地見学会を通して飯田の桜の美しさを堪能しました。�

名桜・古桜を満喫�
2007全国さくらシンポジウムin飯田�

飯田市川本喜八郎人形美術館開館�

生きている美術館に�

展示室のようす�

桜の保護に取り組む市内11団体が活動報告�

エントランスでは「関羽」がお出迎え�

夜桜鑑賞会「安富桜」�
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今
回
は
腎
臓
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
腎
臓
は
、
そ
ら
ま
め

の
よ
う
な
形
を
し
た
大
き
さ
10

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
臓
器
で
、
尿

を
つ
く
る
こ
と
で
老
廃
物
を
体

外
に
捨
て
た
り
、
体
の
水
分
や

電
解
質
な
ど
を
一
定
に
保
っ
た

り
と
大
変
重
要
な
は
た
ら
き
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
腎
臓
の
は

た
ら
き
が
何
ら
か
の
原
因
で
悪

く
な
る
と
、
腎
不
全
に
な
り
、
腎

不
全
が
進
め
ば
透
析
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
腎
臓
の
は
た
ら
き
は
、
検
診

な
ど
で
ク
レ
ア
チ
ニ
ン（
Ｃｒｅ
）

と
い
う
検
査
項
目
で
評
価
さ
れ

ま
す
。
腎
臓
の
は
た
ら
き
が
悪

く
な
っ
て
く
る
と
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
の
値
が
上
が
っ
て
き
ま
す
。

1
つ
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

の
値
は
腎
臓
の
は
た
ら
き
が
か

な
り
悪
く
な
ら
な
い
と
上
が
っ

て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
最
近
で
は
、
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
よ
り
も
早
い
段
階
で
腎

臓
の
は
た
ら
き
が
悪
く
な
っ
た

こ
と
が
分
か
る
血
液
検
査
（
シ

ス
タ
チ
ン
Ｃ
と
い
い
ま
す
）
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
最
近
、
慢
性
腎
臓
病
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
慢
性
腎
臓
病
と

は
、
尿
検
査
結
果
の
異
常
や
腎

臓
の
は
た
ら
き
の
低
下
な
ど
が

少
な
く
と
も
3
カ
月
間
以
上
続

く
よ
う
な
状
態
で
す
。
例
え
ば

去
年
の
検
診
で
蛋
白
尿
が
出
て

い
る
と
い
わ
れ
、
今
年
も
ま
た

出
て
い
る
と
い
わ
れ
た
…
と
い

う
よ
う
な
場
合
は
慢
性
腎
臓
病

と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
慢
性
腎
臓
病
の
方
は
そ
う
で

な
い
方
に
比
べ
て
将
来
透
析
が

必
要
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の

で
、
慢
性
腎
臓
病
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
ら
病
気
が
進
ん
で

透
析
に
な
ら
な
い
よ
う
に
治
療

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

腎
臓
の
は
た
ら
き
が
悪
く
な
る

と
、
血
圧
が
高
く
な
っ
た
り
、
貧

血
に
な
っ
た
り
、
血
液
中
の
カ

リ
ウ
ム
や
リ
ン
が
高
く
な
っ
た

り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
低
く
な
っ

た
り
、
体
が
酸
性
に
な
っ
た
り

し
ま
す
の
で
、
早
め
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。�

市立病院　内科�
伏見  智 久  医師�

飯田市立病院�
〒395-8502 飯田市八幡町438�
TEL.0265-21-1255

飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗
�

そ
の
２９
�

ま
ち
づ
く
り
談
義
を
楽
し
む
場
所�

　
5
年
ほ
ど
前
に
帰
国
し
て

大
分
に
赴
任
し
た
私
は
、
ド

イ
ツ
の
よ
う
に
歴
史
的
街
並

み
の
中
で
ゆ
っ
く
り
お
茶
を

飲
め
る
場
所
を
探
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
見
つ
け
た
と
こ
ろ

が
別
府
市
の
竹
瓦
温
泉
の
前

に
あ
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
「
タ

ケ
ヤ
」
で
し
た
。
私
は
こ
こ

の
テ
ラ
ス
に
座
っ
て
、
道
後

温
泉
に
次
い
で
古
い
と
言
わ

れ
る
木
造
温
泉
館
を
眺
め
な

が
ら
、
別
府
の
ま
ち
な
か
再

生
に
情
熱
を
傾
け
る
「
タ
ケ

ヤ
」
の
マ
マ
た
ち
と
ま
ち
づ

く
り
の
話
を
あ
れ
こ
れ
し
た

も
の
で
し
た
。�

「
全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
飯
田
で
開
催
さ
れ
、
北
海

道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で

8
0
0
名
以
上
の
桜
の
愛
好

家
の
皆
さ
ん
が
集
結
し
、
桜

を
切
り
口
に
環
境
、
景
観
、

地
域
づ
く
り
、
人
材
育
成
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
「
タ
ケ
ヤ
」
の
マ
マ

た
ち
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
の
で
、
見
つ
け
た
ば
か

り
の
お
気
に
入
り
の
桜
鑑
賞

ス
ポ
ッ
ト
に
ご
案
内
し
ま
し

た
。
そ
こ
は
美
術
博
物
館
内

の
テ
ラ
ス
で
、
中
の
喫
茶
店

が
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
出
し

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
夜
間
開
館
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
大
き
な
1

枚
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
見
え

る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
安

富
桜
」
は
ま
た
格
別
で
、
別

府
の
マ
マ
た
ち
と
私
は
テ
ラ

ス
越
し
に
桜
吹
雪
を
堪
能
し

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
談
義

に
花
を
咲
か
せ
た
の
で
し
た
。�

慢
性
腎
臓
病�

ま
ん
せ
い
じ
ん
ぞ
う
び
ょ
う�



� 2007.5.1［広報いいだ］�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�

2. 感動したこと�

3. 今がんばっていること�

4. まちづくりへの提言�

以上の項目から選んで�

語っていただき、�

次の方にバトンタッチする�

「リレートーク」です。�

次はあなたの番かも…�

　私の夢は、保育士さんになることです。�

　私が転んで泣いているとき、保育園の先生

が「大丈夫、教室へ連れて行ってあげるね。」と、

私をおんぶしてくれました。やさしい先生だ

なと思いました。�

　こんなこともありました。すべり台でふざけっ

こしていたら「あぶないでしょ。やめなさい。」と注意してくれ

ました。�

　私は、やさしくて、いけないことをしかれる。そんな保育園

の先生になりたいなと思っています。�

ふるさとの�
民話を語り継ぐ�

　ふるさとにはたくさんの民話がある
ことを知り、それならば飯伊地域の民
話を掘り起こし、紙芝居にして伝承し
ていこうという話が持ち上がり、活動
が始まりました。現在、7名の会員で
脚本から絵まで、私たちなりに作り上
げています。�
　今までに「姫宮物語」「寝たきりに
なったお殿様」「アンディーリュナン」
「さんまいのおふだ」「琴姫物語」「尾
科の文吾」の6作品を仕上げました。
今年度は「元善光寺」「如来さま」の2
作品に取り組んでいます。�

　紙芝居を手に、デイサービス、各地
区社協の集い、高齢者学級、保育園、
小中学校などへ出向き、ふるさとの民
話を後世に語り継ぎたいとの思いを込
めて上演しています。�
　子供たちのかわいらしい笑顔や食い
入るような眼差し、そしてお年寄りの
笑顔がわたしたちの活動の原動力に
なっています。�
　お声をかけていただければ、いつで
も出張して上演をいたします。これか
らも、わたしたちが元気な限り、生き
甲斐として続けていきたいと思ってい
ます。�

モーリー君の紙芝居�

代表　日置はつみ さん�

先月の加藤仁美 さん（橋南）からのリレー�

おき�ひ�

　
小
学
生
の
頃
、
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
て
い

た
「
三
国
志
」
の
人
形
が
見
ら
れ
る
と
聞

き
「
川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館
」
へ
行
き

ま
し
た
。�

　
明
る
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
展
示
場
へ

と
入
る
と
、
暗
い
中
に
人
形
が
浮
か
ん
だ

よ
う
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
テ
レ

ビ
画
面
の
中
で
見
て
い
た
人
形
は
、
思
っ

た
よ
り
も
大
き
く
見
え
ま
し
た
。
繊
細
か

つ
豪
華
な
衣
装
で
、
一
体
一
体
の
顔
の
表

情
も
豊
か
で
、
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
で

し
た
。�

　
私
の
好
き
な
番
組
だ
っ
た
と
い
う
事
も

あ
り
ま
す
が
、
本
物
の
人
形
や
貴
重
な
資

料
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。�

　
い
つ
の
間
に
か
「
人
形
を
見
に
来
た
。」

で
は
な
く
「
人
形
に
出
会
え
た
。」
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。�

感
動
し
た
こ
と�や

ま�

し
た�

ま
さ�

よ�

山
下
雅
代
さ
ん（
下
久
堅
）�

保育士になりたい�
いの�うえ�

井上みいな さん�
（丸山小６年）�
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税目�

納期�

5月の納税

5月31日(木)

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�

国民健康保険税（5月分）�
軽自動車税�

固定資産税（1期）�

軽
自
動
車
税
の
減
免�

納
税
の
窓
口
を�

土
・
日
曜
日
に
開
設�

固
定
資
産
税
の
減
免�

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
発
送�

����

動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
３１

日
e
で
す
。
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。�

※
発
送
日
か
ら
１
週
間
（
５
月

　
１５
日
c
）
を
過
ぎ
て
も
納
税

　
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

○
固
定
資
産
税
に
つ
い
て�

　
税
務
課
　
資
産
税
土
地
係�

　
内
線
５
１
７
１�

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て�

　
税
務
課
　
諸
税
係�

　
内
線
５
１
４
１
　�

���

　
福
祉
や
地
域
交
流
の
場
と
し

て
の
公
益
性
か
ら
、
公
益
団
体

な
ど
に
無
償
貸
与
し
、
公
園
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
る
土
地
を
、
固
定
資

産
税
減
免
の
対
象
と
し
ま
す
。�

▼
対
象
土
地
・
要
件�

　
公
園
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、マ

　
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
集
会
施

　
設
用
地
な
ど
と
し
て
使
用
さ

　
れ
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、自�

　
治
会
、
区
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、

　
地
区
公
民
館
な
ど
に
無
償
で

　
貸
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
。�

▼
期
間
　
減
免
の
対
象
・
要
件

　
に
該
当
し
て
い
る
期
間�

▼
減
免
額�

　
該
当
部
分
の
全
額�

▼
申
請
方
法
　
無
償
貸
与
で
あ

　
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
契

　
約
書
）、納
税
通
知
書
、印
鑑

　
を
持
参
し
、税
務
課
窓
口
、各

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
期
限
　
５
月
２４
日
e�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
税
務
課
　
資
産
税
土
地
係
　

　
内
線
５
１
７
２�

���
▼
対
象
と
な
る
方�

○
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

　
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
で
、
障
害
の
程
度
が
一
定
基

　
準
以
上
の
方�

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

　
Ａ
１
・
Ａ
２
に
該
当
す
る
方�

※
普
通
自
動
車
税
の
免
除
を
受

　
け
て
い
る
方
、
障
害
者
タ
ク

　
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
は
、
対
象
に
な
り

　
ま
せ
ん
。�

▼
対
象
車
両�

　
対
象
者
本
人
が
所
有
す
る
軽

　
自
動
車�

※
対
象
者
が
１８
歳
未
満
ま
た
は

　
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合

　
は
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
方

　
が
所
有
し
、
常
に
対
象
者
の

　
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車�

▼
期
間
　
減
免
の
対
象
に
該
当

　
し
て
い
る
期
間�

▼
減
免
額�

　
該
当
す
る
車
両
の
全
額�

▼
申
請
方
法�

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

　
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
と
、

　
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
、

　
運
転
免
許
証
、車
検
証
、印
鑑

　
を
持
参
し
、税
務
課
窓
口
、各

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
期
限
　
５
月
２４
日
e�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
税
務
課
　
諸
税
係�

　
内
線
５
１
４
１�

�

�����������

　
ま
だ
１８
年
度
の
税
金
の
納
付

が
お
済
み
で
な
い
方
の
た
め
、

５
月
２６
日
g
・
２７
日
a
の
２
日

間
、
市
役
所
に
納
税
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。�

　
納
税
相
談
も
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※
納
税
証
明
の
発
行
は
で
き
ま

　
せ
ん
。�

▼
開
設
時
間
　
午
前
８
時
３０
分

　
〜
午
後
５
時
３０
分�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
納
税
課�

　
内
線
５
１
５
１�

���

　
平
成
１９
年
度
分
の
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
を
、

５
月
８
日
c
に
発
送
し
ま
す
。�

　
固
定
資
産
税
第
１
期
と
軽
自�
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歴
史
研
究
所�

5
月
の
月
例
研
究
会�

美
博
の�

映
像
上
映
会�

廃
棄
図
書
を�

差
し
上
げ
ま
す�

多
文
化
共
生
社
会
推
進�

基
本
方
針
を
策
定�

就
職
面
接
会�

ふ
る
里
就
職
の
集
い�

廃
道
・
廃
水
路
敷
地
の�

払
い
下
げ
に
つ
い
て�

���
　
図
書
館
で
不
要
と
な
っ
た
本

や
雑
誌
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
た
め

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※
本
を
持
ち
帰
る
た
め
の
袋
な

　
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　�

○
５
月
２６
日
g�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

○
５
月
２７
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

▼
場
所�

　
中
央
図
書
館
東
側
駐
車
場�

※
当
日
、
本
の
配
付
な
ど
を
行

　
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募

　
集
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
方

　
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ�

　
中
央
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�

���

　
市
で
は
、
市
道
の
改
良
工
事

や
水
路
の
付
け
替
え
工
事
な
ど

で
、
道
路
や
水
路
と
し
て
の
機

能
を
喪
失
し
た
土
地（
赤
線
・
青

線
を
含
む
）を
、隣
接
す
る
土
地�

の
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
積
極
的

に
払
い
下
げ
を
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
土
地
は
、
隣
接

す
る
土
地
と
一
体
的
に
利
用
す

る
こ
と
で
土
地
の
有
効
活
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
。�

　
払
い
下
げ
を
希
望
す
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ�

　
建
設
管
理
課
　
管
理
係�

　
内
線
２
７
３
２�

���

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
月
に
１

度
研
究
所
員
な
ど
が
研
究
内
容

を
報
告
し
て
、
参
加
者
が
自
由

に
意
見
交
換
す
る
研
究
会
を�

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
は
２
月
に
開
催
で
き
な

か
っ
た
報
告
を
行
い
ま
す
。
事

前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
５
月
２６
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時�

▼
場
所
　
座
光
寺
公
民
館�

▼
報
告
内
容�

　
「
明
治
期
に
お
け
る
村
立
小

　
学
校
の
運
営
―
座
光
寺
村
の

　
史
料
か
ら
―
」�

　
明
治
時
代
、
村
の
予
算
の
大

　
半
を
占
め
た
の
は
教
育
費�

　
で
、
村
に
と
っ
て
小
学
校
の

　
運
営
が
い
か
に
重
要
だ
っ
た

　
か
が
分
か
り
ま
す
。
座
光
寺

　
村
を
事
例
に
、
明
治
２０
年
代

　
の
小
学
校
に
高
等
科
が
設
置

　
さ
れ
る
過
程
を
、
村
会
議
事

　
録
を
中
心
に
追
い
ま
す
。�

▼
報
告
者�

　
多
和
田
真
理
子
調
査
研
究
員�

▼
問
い
合
わ
せ
　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

��

　�　
特
別
陳
列
「
飯
田
大
火
６０
年

―
ま
ち
を
変
え
た
大
災
害
を
振

り
返
る
―
」
の
一
環
と
し
て
飯

田
大
火
前
後
の
貴
重
な
映
像
を

上
映
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
５
月
２７
日
a�

　
午
後
２
時
〜
３
時
　�

▼
主
な
上
映
フ
ィ
ル
ム�

○
飯
田
大
火
（
昭
和
２２
年
、
ウ

　
イ
リ
ア
ム
・
ケ
リ
ー
撮
影
）�

○
復
興
飯
田
市�

　（
昭
和
２９
年
撮
影
）�

○
観
光
飯
田
（
昭
和
２２
年
撮
影
）�

▼
場
所�

　
美
術
博
物
館
講
堂�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

���

　
市
で
は
、
日
本
国
籍
と
外
国

籍
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
共
生
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

多
文
化
共
生
社
会
推
進
基
本
方

針
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
基

本
方
針
を
公
開
し
ま
す
。�

▼
公
開
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎�

　
男
女
共
同
参
画
課�

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

　
に
な
れ
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

���

▼
対
象�

　
来
春
、
大
学
・
短
大
・
高
専
・

　
専
修
学
校
を
卒
業
予
定
の
方�

※
ご
家
族
の
方
の
代
理
参
加
も

　
で
き
ま
す
。�

▼
日
時
　
５
月
１８
日
f�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

※
受
付
は
午
後
３
時
ま
で�

▼
場
所�

　
シ
ル
ク
プ
ラ
ザ
（
育
良
町
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）８
６
０
９�
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等�

活
動
費
助
成
事
業�

日
赤
社
費
納
入
に�

ご
協
力
を�

能
登
半
島
地
震�

災
害
義
援
金
受
付�

動物園の�
休園日�

■問い合わせ 動物園�
10265（22）0416

5月1日c◆7日b�
　◆14日b◆21日b
◆28日b　　　　
6月4日b◆11日b

　
振
興
セ
ン
タ
ー
、
金
融
機
関�

　（
郵
便
局
を
除
く
）�

▼
昨
年
度
の
社
費
総
額�

○
一
般
社
費�

　
１
６
、４
２
５
、１
９
０
円�

○
法
人
社
費�

　
　
２
、４
９
７
、０
０
０
円�

○
寄
付
金�

　
　
　
　４
３
４
、９
１
４
円�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
防
災
交
通
課
　
日
赤
事
務
局�

　
内
線
４
４
７
２�

���

　
日
本
赤
十
字
社
飯
田
市
地
区

で
は
、
能
登
半
島
地
震
被
災
者

へ
の
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

▼
受
付
場
所�

　
市
役
所
受
付
、
防
災
交
通
課
、

　
り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
自
治
振
興
セ
ン�

　
タ
ー
、
飯
田
市
公
民
館
、
橋

　
北
・
橋
南
・
羽
場
・
丸
山
・�

　
東
野
公
民
館�

※
郵
便
振
替
も
ご
利
用
い
た
だ

　
け
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
受
付
締
切�

　
９
月
２８
日
f

▼
こ
れ
ま
で
日
赤
飯
田
市
地
区

　
に
寄
せ
ら
れ
た
主
な
義
援
金�

○
新
潟
県
中
越
地
震�

　
１
１
、４
１
４
、９
８
５
円�

○
長
野
県
大
雨
災
害�

　
　
　
　１
５
４
、９
９
６
円�

○
北
海
道
竜
巻
災
害�

　
　
　
　
　５
６
、８
４
１
円�

※
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
に
送
り

　
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

　
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
防
災
交
通
課
　
日
赤
事
務
局�

　
内
線
４
４
７
２�

���

▼
助
成
対
象
団
体�

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
住
民

　
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ�

　
ル
ー
プ
、
当
事
者
支
援
団
体
、�

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体�

※
市
内
の
特
定
の
地
域
に
限
定

　
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体

　
は
除
き
ま
す
。�

▼
助
成
対
象
事
業�

　
福
祉
に
関
連
す
る
保
健
、
医

　
療
、
教
育
な
ど
の
分
野
に
お

　
け
る
先
駆
的
で
発
展
性
の
あ

　
る
事
業
で
あ
り
、
住
民
参
加

　
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
な
が
る
事
業�

▼
助
成
限
度
額�

　
１
団
体
１
事
業
と
し
、
４
万

　
円
を
限
度
と
し
ま
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
申
請
書
は
、
さ
ん
と
ぴ
あ
飯

　
田
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。�

▼
申
請
期
間�

　
５
月
１
日
c
〜
３１
日
e�

※
３１
日
の
消
印
有
効�

▼
助
成
の
決
定�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

　
審
査
し
、
６
月
中
に
通
知
し

　
ま
す
。�

▼
申
請
・ 

問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
２
４�

　
飯
田
市
東
栄
町�

　
３
１
０
８
―
１�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
地
域
福
祉
係�

　（
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０�

�

���
　
日
本
赤
十
字
社
は
、
紛
争
や

地
震
、
台
風
な
ど
に
よ
る
被
災

者
の
救
護
活
動
や
、
医
療
、
献

血
、
福
祉
な
ど
、
国
内
外
に
お

い
て
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
す
べ
て
、

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く�

「
社
費
」
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
赤
十
字
の
活
動
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
社
費
納
入

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。�

▼
納
入
期
間�

　
５
月
１
日
c
〜
７
月
３１
日
c�

▼
納
入
方
法�

○
社
員
の
方
に
は
「
納
入
依
頼

　
書
兼
納
付
書
」
を
配
布
し
ま

　
す
の
で
、
組
合
な
ど
で
取
り

　
ま
と
め
て
、
取
扱
窓
口
へ
納

　
入
し
て
く
だ
さ
い�

○
新
規
に
社
員
に
な
っ
て
い
た

　
だ
け
る
方
は
、
各
戸
配
布
チ

　
ラ
シ
の
申
込
書
に
住
所
・
氏

　
名
・
社
費
額
を
ご
記
入
の
う

　
え
、社
費
を
添
え
て
、取
扱
窓

　
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い�

▼
取
扱
窓
口
　
市
役
所
２
階
防

　
災
交
通
課
、
り
ん
ご
庁
舎
市

　
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自
治�
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狂
犬
病
予
防
注
射
と�

新
規
登
録�

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の�

バ
ス
旅
行
開
催�

第
　
回�

長
野
県
少
年
少
女
合
唱
祭�

に
電
話
し
ま
す
。

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
４
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
担
当
部
署
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

１８�

「防災行政無線」の放送内容を
電話で聞けます（通話料無料）�

■問い合わせ�
　防災交通課　防災係　内線2432

０１２０－９１５－４６０
フリーダイヤル�

※ 携帯電話からもかかります�

���
　
今
年
度
最
後
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
行
い
ま
す
。
４
月
に
未

接
種
の
場
合
は
、
左
表
の
日
程

を
確
認
し
、
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。�

▼
狂
犬
病
予
防
注
射�

○
対
象
　
生
後
９１
日
を
経
過
し

　
た
す
べ
て
の
飼
い
犬
（
家
の

　
中
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
含
む
）�

※
健
康
に
異
常
が
あ
る
場
合
や

　
過
去
に
予
防
注
射
後
に
異
常

　
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
犬

　
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
く�

　
だ
さ
い
。�

○
料
金
　
３
、
２
２
０
円�

※
動
物
病
院
で
の
接
種
は
１
、０

　
０
０
円
加
算�

○
持
ち
物�

　
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に

　
郵
送
し
た
案
内
は
が
き�

▼
犬
の
新
規
登
録�

○
対
象
　�

　
生
後
９１
日
を
経
過
し
た
犬�

○
料
金�

　
登
録
の
み
　
３
、０
０
０
円�

　
登
録
と
注
射
６
、２
２
０
円�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
環
境
課
　
環
境
衛
生
係�

　
内
線
５
２
４
２�

�

���

　
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
へ
の
バ

ス
旅
行
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
で

　
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を
お

　
持
ち
の
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど�

▼
日
時
　
５
月
２０
日
a�

　
午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
６
時�

▼
参
加
費�

○
大
人
　
　
５
、０
０
０
円�

○
中
高
生
　
４
、５
０
０
円�

○
小
学
生
　
４
、０
０
０
円�

○
幼
児
　
　
３
、５
０
０
円�

▼
定
員
　
８０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切
　
５
月
１５
日
c�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
子
育
て
支
援
課
　
家
庭
係�

　
内
線
５
３
４
７�

���

　
「
信
濃
の
空
に
歌
と
友
情
の

輪
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
、毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
長
野
県
少
年
少

女
合
唱
祭
が
、
飯
田
市
で
行
わ

れ
ま
す
。
飯
田
少
年
少
女
合
唱

団
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
１１
団

体
の
子
ど
も
た
ち
が
特
色
あ
る

ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。 �

▼
日
時
　
５
月
１３
日
a�

　
午
後
０
時
３０
分
開
演�

▼
場
所
　
飯
田
文
化
会
館�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
文
化
会
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�

�

第2次狂犬病予防注射日程�

月・日� 場所�

5月20日a
南信濃自治振興センター�

上村自治振興センター�

5月22日c

上郷自治振興センター�

座光寺自治振興センター�

下久堅自治振興センター�

上久堅自治振興センター�

千代自治振興センター�

市役所水道環境部棟前�

5月23日d

鼎自治振興センター�

竜丘自治振興センター�

川路自治振興センター�

龍江自治振興センター�

5月24日e

伊賀良自治振興センター�

山本自治振興センター�

三穂自治振興センター�

5月27日a 松尾自治振興センター�

6月24日a
市役所水道環境部棟前�

松尾自治振興センター�

時間�

  9：00～  9：30

13：30～14：00

  9：00～  9：30

  9：50～10：10

10：40～11：00

11：20～11：40

13：00～13：20

14：00～14：30

  9：00～  9：30

  9：50～10：10

10：30～10：50

11：10～11：30

  9：00～  9：30

  9：50～10：10

10：30～10：50

13：00～14：00

13：00～13：30

14：00～14：30
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■対象　小学生以上�
■定員　40人�
　　　　（小学校低学年は保護者同伴）�

■持ち物　雨具をお持ちください。�
■申込受付　5月21日b午前8時30分から�
※定員になり次第締め切り。�

■申し込み・問い合わせ　環境課　環境政策係　内線5246

環境月間に合わせ、市内の環境施設見学会を開催します。�
上下水道施設をはじめ、ごみ処理施設などを巡ります。
ぜひご参加ください。�

※当日は、上記の時間に、直接施設にお越しいた
だいても見学ができます。資料を用意しますので、
事前にご連絡ください。�

見てみよう！環境・水道・下水道施設�

8:40～ 9:00

北の原配水池（松尾）�

9:20～ 9:50

桐林クリーンセンター（竜丘）�

10:10～ 10:40

細新処理場（龍江）�

11:00～ 11:30

新最終処分場（千代）�

６月は
環境月間

■日時　６月2日（土）　
　　　　午前８時30分～正午
■集合　市役所玄関前（午前8時20分）�

■問い合わせ　森町観光協会事務局�
　　　　　　　10538（85）6319

三
市
合
同
企
画
第
五
十
六
回�

　湖西市の新所原駅から天竜浜名湖線に乗り、沿線ののどかな風景を楽しみながら

東へと向かうこと約１時間半。森町の遠江（とおとうみ）一宮駅に到着します。�

　森町には、歴史ある神社仏閣が多く点在し、文化の香りとともに四季折々の花め

ぐりや紅葉なども楽しめます。６月になると小國（おぐに）神社のハナショウブや

極楽寺（ごくらくじ）のアジサイが見ごろとなり、

遠江一宮駅はその玄関口となります。�

　豊かな自然と田園風景を眺めながら、徒歩で

のんびり３～４時間かけて季節の花と出会う旅は、

訪れた人の心を癒します。�

　皆さん、ぜひお越しください。�

※詳しくは、森町のホームページをご覧ください。�
http://www.town.morimachi.shizuoka.jp/

小國神社ハナショウブ園�
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「
夢
・
大
江
磯
吉
の
」�

出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ�

■応募作品の送付先・問い合わせ�
〒395-8501�
　飯田市大久保町2534番地�
　飯田市水道局　水道業務課　庶務係�
　「水道週間作品募集」係�
　内線5252

■募集期間�
　5月18日f～6月19日c（消印有効）�
■発表�
　9月上旬に日本水道新聞にて発表予定�
■主催　日本水道新聞社、日本水道協会、
　　　　全国簡易水道協議会�
※応募作品は、水道局から日本水道新聞
　社に送付します。�

■日時　６月２日（土）　午前９時～正午
■集合　飯田市役所　水道局玄関前�

■問い合わせ　水道課　給水係　内線5277

水道・下水など、宅内の水回りの無料相談会
を開催します。住宅の新築、改造などを検討
されている方、ぜひお越しください。�

標語の部�
▼対象　どなたでも�
　　　　応募できます。�
▼題材�
　水道に関するもの�
※官製ハガキ1枚に�
　1作品とします。�

図画の部�
▼対象　小・中学生�
▼題材�
　水道に関する「図画」�
　※大きさはＡ 2 判から
　Ｂ5判程度とします。�

作文の部�
▼対象　小・中学生�
▼題材�
　水道に関する自由な「作文」�
▼字数�
○小学校低学年800字以上�
○小学校高学年1,200字以上�
○中学生1,600字以上�

習字の部�
▼対象　小学生�
▼題材�
○小学校低学年「みず」�
○小学校高学年「水道週間」�
※大きさは半紙とします。�

宅内水回り無料相談会�

水道に関する作品を募集します�

平成19年水道週間全国統一標語�

「朝一番の水道水　バケツ1杯は　飲用以外に」�
　朝最初に水道を使う場合や、長い間家を留守にしたと
きは、念のため、バケツ１杯分程度の水道水を、洗濯な
ど飲み水以外にお使いいただきますようお願いします。
　給水管内に長時間とどまっていた水は、消毒用の塩素
が少なくなっていることがあります。また、鉛製の給水
管を使用しているご家庭では、微量の鉛が溶け出す可能
性があるからです。
※平成４年度以降に給水管を新設・改造した場合は、
鉛製給水管は使用されていません。�

りんご庁舎総合窓口では�
平　日　午前 8 時30分～午後 7 時�
土曜日　午前10時30分～午後 7 時�

各種証明の発行をしています�

りんご庁舎２階�
本町１丁目再開発ビル本町１丁目再開発ビル�

総合窓口なら、�
お仕事の帰りに�
住民票をとることができます。�

りんご庁舎２階�
本町１丁目再開発ビル�

総合窓口なら、�
お仕事の帰りに�
住民票をとることができます。�

�������

　
演
劇
宿
と
文
化
会
館
で
は
、

３
年
前
に
上
演
し
た
市
民
創
作

劇
「
夢
・
大
江
磯
吉
の
」
を
市

制
７０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

来
年
２
月
に
再
演
し
ま
す
。�

　
飯
田
市
下
殿
岡
出
身
の
大
江

磯
吉
は
、
島
崎
藤
村
の
「
破
戒
」

の
モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
差
別
に
遭
い
な
が
ら
も
、�

理
想
と
す
る
教
育
に
ま
い
進
し

ま
し
た
。�

　
彼
の
激
動
の
生
涯
を
小
説
「
破

戒
」
と
関
連
づ
け
て
劇
化
し
た

こ
の
作
品
の
出
演
者
お
よ
び
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
出
演
者�

○
小
学
校
３
年
生
く
ら
い
の
子

　
役
　
若
干
名�

○
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生

　
ま
で
の
子
役
　
若
干
名�

○
一
般
　
若
干
名�

▼
ス
タ
ッ
フ�

○
一
般
　
若
干
名�

※
い
ず
れ
も
性
別
、
経
験
の
有

　
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
未
成
年

　
者
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

　
で
す
。�

▼
稽
古
な
ど�

　
大
江
磯
吉
に
つ
い
て
の
基
礎

　
的
な
学
習
と
定
期
的
な
基
礎

　
レ
ッ
ス
ン
（
日
曜
日
を
予
定
）

　
が
あ
り
ま
す
。�

※
稽
古
の
日
程
な
ど
は
、
申
し

　
込
み
を
さ
れ
た
方
に
連
絡
し

　
ま
す
。�

▼
応
募
締
切�

　
５
月
３１
日
e

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
文
化
会
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�
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飯
田
あ
ぐ
り
女
学
院�

美
博
の
文
化
講
座�

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座�

3
カ
月
入
門�

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
2
0
0
7

第
　
講
座�

３４�

�������

　
女
性
の
皆
さ
ん
に
、
生
き
生

き
と
積
極
的
に
農
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
開
講
し

ま
す
。�

　
食
を
切
り
口
に
、
農
産
物
の

生
産
や
加
工
な
ど
を
通
し
て
、

農
業
の
魅
力
を
学
び
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象�

　
農
業
に
関
心
が
あ
る
女
性
ま

　
た
は
農
業
を
し
て
い
る
女
性

　
で
５０
歳
ま
で
の
方�

※
通
年
で
参
加
で
き
る
方�

▼
定
員
　
３０��
人�

▼
受
講
料
　
材
料
費
実
費
負
担�

▼
入
学
式
・
第
１
回
講
座�

○
日
時
　
５
月
２８
日
b�

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら�

○
場
所
　
Ｊ
Ａ
生
産
部
２
階�

　
第
３
会
議
室
（
鼎
東
鼎
）�

○
講
演
会�

　
「
豊
か
さ
便
利
さ
の
中
で
私

　
た
ち
が
失
っ
て
き
た
こ
と
、

　
今
取
り
戻
し
た
い
こ
と
」�

・
講
師
　
細
井
千
重
子
さ
ん�

　（
南
相
木
村
在
住
）�

※
第
２
回
目
以
降
の
日
程
は
左

　
表
の
と
お
り
で
す
。�

※
す
べ
て
の
講
座
は
、
平
日
の

　
昼
間
に
開
催
し
ま
す
。�

▼
申
込
締
切�

　
５
月
１８
日
f�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
農
業
課�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７�
�

���

　
日
本
の
農
家
で
は
、
養
蚕
は

最
も
有
力
な
副
業
で
し
た
。
群

馬
県
で
は
、
特
に
近
代
に
入
っ

て
か
ら
、
繭
の
生
産
量
が
拡
大

し
て
農
家
の
形
が
大
き
く
変
っ

て
い
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
農
家

の
形
の
変
化
を
た
ど
り
ま
す
。�

▼
テ
ー
マ�

　
農
家
の
建
築
と
養
蚕�

▼
日
時
（
２
日
間
の
連
続
講
座
）�

○
５
月
１９
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時�

○
５
月
２０
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分�

▼
場
所�

　
歴
史
研
究
所
３
階�

▼
講
師
　
藤
井
恵
介
さ
ん�

 
　（
東
京
大
学
准
教
授
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円�

　（
資
料
代
・
２
日
分
）�

※
２０
日
の
昼
休
み
に
は
、
講
師

　
を
囲
ん
で
の
昼
食
交
流
会
も

　
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

▼
民
俗
講
演
会�

○
テ
ー
マ�

　
南
ア
ル
プ
ス
南
麓
の
民
俗
と

　
駿
河
神
楽�

○
日
時
　
５
月
２０
日
a�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

○
講
師
　
八
木
洋
行
さ
ん�

　（
日
本
民
俗
学
会
会
員
）�

○
場
所
　
美
術
博
物
館
講
堂�

※
講
演
会
後
、
伊
那
谷
の
年
中

　
行
事
と
人
生
儀
礼
に
つ
い
て

　
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。�

▼
仏
教
文
化
講
座�

○
テ
ー
マ�

　
や
さ
し
い
仏
像
の
見
方�

　
〜
雲
上
の
神
と
ホ
ト
ケ
〜�

○
日
時
　
５
月
２２
日
c�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

○
講
師
　
織
田
顕
行
学
芸
員�

○
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

▼
人
物
講
座�

○
テ
ー
マ
　
田
中
芳
男
の
関
連

　
文
書
を
読
む
（
仮
題
）�

○
日
時
　
５
月
２６
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

○
講
師
　
田
中
義
信
さ
ん
（
田

　
中
芳
男
を
知
る
会
会
員
）�

○
場
所
　
美
術
博
物
館
講
堂�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

���

　
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
方
を
講
師

に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
基
礎
か

ら
学
び
ま
す
。�

▼
対
象
　
高
校
生
以
上
　�

▼
日
時�

　
６
月
６
日
d
〜
８
月
２９
日
d

　
の
毎
週
水
曜
日
（
全
１２
回
）�

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時�

※
８
月
１５
日
d
を
除
く
。�

▼
場
所
　
上
郷
公
民
館
　�

▼
受
講
料
　
３
、０
０
０
円�

▼
定
員
　
１５
人�

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。（
住
所
、氏
名
、電

　
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
）�

※
電
話
受
付
は
平
日
の
午
前
８

　
時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分
　�

▼
申
込
締
切
　
５
月
３１
日
e
　�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
市
公
民
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
２
）１
０
２
２�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　iccc01@
city.iida.nagano.jp

飯田あぐり女学院日程�

月� 2回目以降の講座内容�

6月�大豆播種�

7月�
「地元を知る」�
  ケフィアアグリ、農園さくら、�
  農家民宿「楽珍房」、三和農園�

8月�トマトケチャップ作り�
トマトジュース作り�

9月�稲刈り�

10月�いちご苗の植え付け�

11月�大豆収穫�

12月�納豆作り�

1月�「冬の風土料理」�  塩けのご飯、粕汁など�

2月�みそ作り、豆腐作り�

3月�そば打ち、卒業式�

は�
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子
育
て
支
援
者�

養
成
講
座�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

サ
ー
ク
ル
活
動�

下
伊
那
古
墳
探
検
隊�

サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ�

浴
衣
着
付
教
室�

���
　
地
域
で
子
育
て
支
援
活
動
を

行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技

術
を
学
び
ま
す
。�

▼
対
象
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

　
ト
セ
ン
タ
ー
協
力
会
員
に
登

　
録
し
て
い
る
方
ま
た
は
登
録

　
し
て
い
た
だ
け
る
方�

※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。�

▼
開
講
日�

　
６
月
９
日
g
〜
来
年
３
月
８

　
日
g
の
全
１５
回�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
協
力
会
員
研
修
コ
ー
ス�

　
希
望
す
る
講
義
を
選
択
し
て

　
受
講
で
き
ま
す
。�

○
定
員
　
お
お
む
ね
３０
人
程
度�

▼
育
児
支
援
家
庭
訪
問
員
養
成

　
コ
ー
ス�

　
す
べ
て
の
科
目
を
受
講
し
、

　
必
要
な
単
位
を
取
得
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。�

※
育
児
支
援
家
庭
訪
問
員
と
は

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
家
庭

　
を
訪
問
し
て
、
育
児
支
援
を

　
す
る
方
で
す
。�

○
定
員
　
２０
人�

▼
申
込
方
法�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
フ
ァ
ミ�

　
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー�

　（
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１
）

　
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
５
月
３１
日
e�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
子
育
て
支
援
課�

　
内
線
５
３
４
８�

���

　
下
伊
那
郡
南
部
の
古
墳
を
見

学
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
５
月
２７
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時�

※
小
雨
決
行�

▼
見
学
内
容�

○
阿
南
町
（
大
畑
古
墳
、
種
田

　
塚
、
早
稲
田
神
社
、
粟
野
の

　
天
宝
林
古
墳
、
堂
保
古
墳
、

　
塚
山
古
墳
、
他
所
根
古
墳
）�

○
下
條
村
（
北
又
の
経
塚
、
山

　
田
河
内
の
京
野
塚
古
墳
）�

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動�

▼
受
講
料�

　
３
５
０
円�

　（
入
館
料
・
保
険
料
・
資
料
代
）�

▼
募
集
人
数
　
２２
人�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
と
し
ま
す
。�

▼
応
募
方
法�

　
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

　
号
を
明
記
の
上
、
往
復
は
が�

　
き
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切�

　
５
月
１８
日
f
（
消
印
有
効
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３�

　
飯
田
市
上
郷
別
府�

　
２
４
２
８
―
１�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

���

　
今
年
の
夏
は
、
浴
衣
を
き
れ

い
に
着
こ
な
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
開
講
日�

　
６
月
１３
日
d
〜
７
月
４
日
d

　
の
毎
週
水
曜
日
（
全
４
回
）�

▼
時
間�

○
昼
コ
ー
ス�

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分�

○
夜
コ
ー
ス�

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分�

▼
費
用
　
４
、０
０
０
円�

▼
定
員
　
１２
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
方
法�

　
サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ
窓
口
に

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
５
月
１０
日
e
〜
６
月
１１
日
b�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ�

　
1
０
２
６
５（
２
６
）７
０
９
０�

���

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
は
、

１３
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
て
、

特
技
を
伸
ば
し
た
り
趣
味
を
広

げ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。�

　
ホ
ー
ム
祭
や
ク
リ
ス
マ
ス�

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
楽
し
い
行
事

も
あ
り
ま
す
。�

▼
対
象�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
す
る
お
お
む
ね
３５

　
歳
ま
で
の
方�

▼
サ
ー
ク
ル
活
動
週
間
予
定�

　
下
表
の
と
お
り�

※
見
学
は
自
由
で
す
。
お
気
軽

　
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
活
動
時
間�

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分�

▼
登
録
料�

　
１
年
間
　
１
、５
０
０
円�

※
複
数
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参

　
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

▼
申
込
方
法�

　
ホ
ー
ム
窓
口
に
登
録
料
を
持

　
参
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

勤労青少年ホームサークル活動�

曜日� 活動内容�

月� 劇団あやめ組、ダンス（ダンシングナッツ）、ギター、バドミントン、バスケットボール（LOOP）�

火� 彫金、歌とギター（YAYA）、バスケットボール（SilverFox）�

水� 華道、テニス、エアロビクス�

木� 彫金、バドミントン�

金� 劇団あやめ組、ヒップホップダンス、パソコンと写真（AMC）、卓球、テニス�
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■問い合わせ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

食の工房体験学習��
10:30～13:00�
▼チャパティ＆チャイづくり�
5月20日a　材料費150円�
▼窯焼きフルーツピザづくり�
(カスタードソース)�
6月3日a　材料費150円�
▼五平餅づくり�
6月10日a　材料費100円�

※このほか「モンクール絵本読み聞かせ」「アップルけんだまクラブ」「くぅーちゃんの紙きり教室」など祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！�

ポリマークレイ�
ワークショップ�
6月9日g　10:00～15:00�
場所：なかまの館�
材料費：700円～�
焼くと固くなる粘土でアクセサ
リーや人形を作ります。�

木の工房体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼からんころんをつくろう�
6月9日g

なかまの館体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼ラミネート押し花�
5月27日a

羊の毛を使って�
アクセサリーを作ろう�
5月12日g・13日a�
6月9日g・10日a�
10:30～15:30�
場所：なかまの館�
材料費：600円～、針：200円�

森森探検隊��
13:30～15:00�
集合場所：なかまの館�
▼公園のしぜんかんさつ�
5月19日g�
▼野いちご探し　6月2日g

写生大会��
5月26日g　9:30～15:00�
受付場所：なかまの館�
持ち物：画用紙以外の画材�
※10:30から植樹もします。�

理科実験ミュージアム��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼星座早見盤を作ろう�
5月13日a�
▼紙コプターを作って飛ばそう�
5月19日g�
▼ベンハムのコマを作ってまわそう�
5月20日a�
▼ストロー笛を作ろう�
5月27日a

通信�
これからの予定�

天竜川総合学習館�

通信 ■申し込み・問い合わせ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

これからの講座予定 ※事前申込が必要�
対象：小学3年生以上　★基本時間　9:00～11:00雑木林のムシ探険�

6月2日（土）　9:00～11:00�
持ち物：あみ、虫かご、水筒、筆記用具、�

汚れても良い服装�

かわらんべのメールマガジン�
『自然系☆雑学クイズマガジン　カッパネット！』�
　　　　　　　　　　　登録はホームページから�

かわらんべのメールマガジン�
『自然系☆雑学クイズマガジン　カッパネット！』�
　　　　　　　　　　　登録はホームページから�

Pick Up

▼長芋の植え付けと大豆をまく�
5月19日g�
持ち物：軍手、水筒、汚れても良い服装�

▼写真講座　講評2（成人講座）�
5月23日d　持ち物：カメラ、筆記用具�

▼かわらんべに泊まろう�
5月26日g13:00～27日a11:30�
定員：子ども10人�
持ち物：1,000円（食事代実費）※詳細は後日連絡�

▼絵手紙を作ろう6（成人講座）�
6月7日e　持ち物：筆記用具�

▼写真講座　撮影3（成人講座）�
6月13日d　持ち物：カメラ、筆記用具、水筒�

▼オオヨシキリの鳴き声を聞こう�
6月9日g�
持ち物：水筒、筆記用具、双眼鏡（お持ちの方のみ）�

みんなで川路小学校学有林
を探険してみましょう。初
夏の森ではいろんな昆虫に
出会えるよ。�



市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

市長の留守番電話�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

５月８日（火）�
１３:００～１６:００�

５月１４日（月）�
５月２８日（月）�
１３:３０～,１５:００～�

５月１３日（日）�
５月２０日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

上郷保健センター�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て　�
 支援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

５月１５日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

５月１１日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�

� 2007.5.1［広報いいだ］�

■申し込み・問い合わせ　秘書広報文書課　広報広聴係　内線2125

※広告は黒１色刷りです。�

　市民の皆さんにお店や会社などの暮らしに役立つ生活情報をお知らせするため、
飯田市は「広報いいだ」に有料広告を掲載しています。随時広告を募集をしてい
ますので、ぜひ掲載をご検討ください。�

◆ 掲載の位置�
　 毎月１日号の「市役所からのお知らせ」ページの最下欄�
　 ※15日号には掲載枠がありません。�

◆ 掲載申請できる方�
　 住所が飯田市内にあり、１年以上継続して事業を営んで
　 いる個人または法人で、市税の滞納がない方�

◆ 掲載できない広告�
　 政治・選挙・宗教・風俗・貸金業に関連する広告�
　 事実に反する表記を含む広告、内容が誇大である広告など�

広報いいだの発行部数は36,000部

で市内各世帯に配布するほか、市内

のコンビニエンスストア 1 1 店舗に

も配布のご協力をいただいており、

大きな宣伝効果が期待できます。

◆ 広告掲載料金�

広告の大きさ�

縦50mm×横180mm

掲載料金�

36,000円�

※申込方法など詳細はお問い合わせください。�

特
設
人
権
相
談
所�

交通事故発生状況�
（3月31日現在）�

件数・・       ・122件（－31）�

死者・・・       ・・　3人（＋3）�

傷者・・       ・158人（－24）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

�������

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
身
近
な

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
一
人

で
悩
ま
な
い
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。�

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
を
厳
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ま
す
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●開所時間　午前９時～午後５時�
●休  所  日　日・月曜日、祝日�
●歴史研究所では、歴史資料を調査、収集、保存しています。閲覧スペー
スでは、収集した資料をご覧いただけます。お気軽にご利用ください。�

●定　価　1,200円�
●販売所　歴史研究所、市役所行政資料コーナー、市内書店�
※詳細はお問い合わせください。�

『満州移民―飯田下伊那からのメッセージ』�
〈歴史研究所発刊書籍の紹介〉�

　第19回アフィニス夏の音楽祭(８/20～26)のポス
ター、チラシに使用する風景写真の募集に、10人の
方から18点のご応募をいただきました。�
　選考の結果、最優秀賞１点、優秀賞１点、佳作を２点
として選定しました。�

最優秀賞�
今村喜美子さん（川路）�

優秀賞�
鎌倉千恵さん（上郷）�

「あやうしズッコケ探検隊」�
人形劇団ひとみ座�

●大型人形劇上演予定の劇団�
■人形劇団ひとみ座　■人形劇団クラルテ�
■人形劇団京芸　■人形劇団プーク　■かわせみ座�

　飯田文化会館・飯田市公民館・鼎文化センターの各
ホールで上演される大型人形劇の指定席チケットを
5月1日（火）から先行発売します。�
　今年は5劇団6公演の予定です。ホールならではの
迫力あるステージをお楽しみください。�

アフィニス夏の音楽祭�
ポスター・チラシ写真決定�

いいだ人形劇フェスタ2007�
大型人形劇指定席チケット先行発売�

　飯田下伊那は戦争中に、全国で最大数の移民を旧満州（現在
の中国東北部）に送り出しましが、その半数の方々は亡くなり、
帰国できませんでした。満州移民は、現在の飯田下伊那にも影
響を与えています。�
　本書は、１９２０年代から戦後にいたるまでの流れのなかで、�
満州移民を通して地域の歴史を考えようとする本です。�
　サブタイトルの「メッセージ」は、満州に渡った方の想いを
高校生などの若い世代や、多くの市民の皆さんに伝えたいと
いう希望を込めています。�

［広報いいだ］2007.5.1��大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報文書課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ 1０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●ホームページ http://www.city.iida.nagano.jp/

1937（昭和12年）～�

飯田市の人口（4/1現在）■人口＝106,993人（前月比‐509）男51,253人／女55,740人  ■世帯＝37,395戸（前月比‐82）

�

飯田市広報第54号（昭和28年5月1日発行）�
�
昭和２８年４月１日の飯田市扇町動物園オープンのお知らせです。
同年７月１５日号には「百獣の王ライオンが市営動物園に参りま
した」の見出しがおどります。地震時の安全性から、現在はサ
ルやペンギンなどに会える動物園として運営していますが、今
も変わらず市民の憩いの場になっています。�

5月中旬�
発売予定�


